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１．運賃改定申請について 
 
 

○運賃改定申請の概要 

１．背 景 

◆東京モノレール羽田空港線は、モノレール浜松町から羽田空港第 2

ターミナル間を営業エリア（11 駅）とし、営業キロ 17.8km の路線

で、主に羽田空港へのアクセスの他、沿線に所在する企業・施設等

への通勤、地域の足として利用を支える路線となっている。 

 

◆輸送人員は、インバウンド利用の増加等を背景に、2018（平成 30）

年度には約 49,907 千人の利用があったが、京浜急行電鉄㈱空港線

の加算運賃引下げ（2019 年 10 月）の影響や、新型コロナウィルス

感染症拡大の影響により大幅に減少し、2021（令和 3）年度には約

25,278 千人と 2018 年度と比較すると約 5 割の減少となったとこ

ろ。2022（令和 4）年度についても、引き続き大幅な利用減少が見

込まれており、今後も企業のテレワーク等の新しい生活様式の定

着等から、コロナ前の需要水準には戻らないものと見込まれる。 

   

◆このような厳しい事業環境下にあっても、羽田空港へのアクセス

を担う同線において、安全・安定輸送の確保のために絶え間ない安

全性向上や老朽化対策を実施していく必要があり、更には利用し

やすく快適な鉄道サービスを提供するため、老朽化が進む支柱等

の修繕及び耐震補強工事や車両更新、浜松町駅の改良工事やバリ

アフリー設備の新設による利便性の向上など、必要な投資を今後

も継続的に実施する必要がある。 

 

◆引き続き輸送の安全・安定輸送の確保と利用しやすい輸送サービ

スの維持を目的に、適時適切な設備投資とインフラの更新を着実

に実行しつつ、あわせて鉄道事業を健全に経営していく必要があ

ることから、生産性向上による固定費削減策の実行を前提に、1999

（平成 11）年以来約 25 年ぶりの運賃改定を申請するもの。 
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２．申請の内容 

 （１）実施予定時期  2024（令和 6）年 3月 

 

（２）初 乗 り 運 賃  1 円単位上限運賃 177 円（現行 157 円） 

10 円単位上限運賃 180 円（現行 160 円） 

 

（３）定期券割引率  通勤 47.8%（現行 49.6%） 

            通学 78.1%（現行 75.5%） 

 

（４）改定率及び増収率 

     

 

 

 

※「改定率」「増収率」は、現行実施運賃からの率 

    

（５）改定の考え方 

◯普通旅客運賃 

・1 区～4区は、段階的に 20 円～40 円程度の値上げ。 

・長距離帯の負担軽減のため、5 区は改定率を抑え、さらに

浜松町～羽田空港間となる 6区においては 20 円程度の値

上げ。 

・1 円単位と 10 円単位運賃の差を可能な限り縮小して設定。 

 

◯定期旅客運賃 

（通勤定期） 

・1 区～4区は、各区 20～25％程度の改定率。 

・普通旅客運賃同様、長距離帯の負担軽減のため、5区の改 

定率を抑え、6区については上限運賃を引き下げ。 

（通学定期） 

・家計負担に配慮し、据え置き。 

 改 定 率 増 収 率 

定 期 外 7.3% 7.3% 

定 期 
通 勤    25.2% 24.3% 

通 学         －      － 

合計 10.8% 10.6% 
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３．申請上限運賃額 

①普通旅客運賃（大人）              （単位：キロ、円） 

区数 キロ程 
1 円単位運賃 10 円単位運賃 

現行 改定 差額 改定率 現行 改定 差額 改定率 

1 区 ～1.5 157 177 20 12.7% 160 180 20 12.5% 

2 区 ～4.5 199 229 30 15.1% 200 230 30 15.0% 

3 区 ～7.5 272 317 45 16.5% 280 320 40 14.3% 

4 区 ～10.5 346 388 42 12.1% 350 390 40 11.4% 

5 区 ～13.5 419 458 39 9.3% 420 460 40 9.5% 

6 区 ～17.8 492 519 27 5.5% 500 520 20 4.0% 

                       

②通勤定期旅客運賃（大人１か月・上限）       （単位：キロ、円） 

区数 キロ程 現行 改定 差額 改定率 

1 区 ～1.5 4,770 5,740 970 20.3% 

2 区 ～4.5 5,990 7,420 1,430 23.9% 

3 区 ～7.5 8,220 10,270    2,050 24.9% 

4 区 ～10.5 10,460 12,570 2,110 20.2% 

5 区 ～13.5 12,690 13,880 1,190 9.4% 

6 区 ～17.8 14,920 14,600 △320 △2.2% 

                       

③通学定期旅客運賃（大人１か月）※改定なし （単位：キロ、円） 

区数 キロ程 現行上限 現行実施 差額 

1 区 ～1.5 2,330 2,160 △170 

2 区 ～4.5 2,940 2,640 △300 

3 区 ～7.5 3,960 3,610    △350 

4 区 ～10.5 5,080 4,410 △670 

5 区 ～13.5 6,090 5,170 △920 

6 区 ～17.8 7,210 6,000 △1,210 
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【参考：定期運賃の値下げについて】 

  

 ○羽田空港アクセスの競合輸送機関である京浜急行電鉄が、空港

線に設定している加算運賃の引き下げを 2019 年 10 月に実施し

たことにより、大きな価格差が発生することとなった。 

 

 

 

 

○そのため、一定の競争力を確保する観点から、認可を受けてい

た上限運賃の範囲内で定期運賃の引き下げ（実施運賃の設定）

を行ったところ。 

 

【参考：2019 年 10 月 1 日実施の定期運賃引き下げ概要（東京モノレールプレス資料抜粋）】 

 

 

  （2019 年 10 月 1 日の値下げ概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】通勤定期旅客運賃（大人１か月・実施運賃との差額）     （単位：キロ、円） 

 

通勤定期1か月 京急値下げ前（円） 京急値下げ後（円）

京浜急行電鉄（品川～羽田空港） 15,460 11,250

モノレール（14,920円）との差額 -540 3,670
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【参考】通勤定期旅客運賃の申請上限運賃と現行実施運賃（大人 1か月） 

（単位：キロ、円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キロ程 現行実施運賃 改定上限運賃 差額 改定率 

～1.5 4,770 5,740 970 20.3% 

～4.5 5,900 7,420 1,520 25.8% 

～7.5 8,200 10,270 2,070 25.2% 

～10.5 10,300 12,570 2,270 22.0% 

～13.5 10,800 13,880 3,080 28.5% 

～17.8 11,280 14,600 3,320 29.4% 
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○収入原価総括表 

 

（単位：百万円） 

科目 

令和 

３年度 

（実績） 

令和 

４年度 

（推計） 

令和 

５年度 

（推計） 

平年度３年間合計 

（令和６～８年度） 

（推計） 
増収額 

（c） 

b-a 

増収率 

(ｄ) 

c÷a 

×100 
現行

（a） 

申請 

（b） 

収

入 

旅客運賃収入 5,768 8,610 10,905 35,262 39,013 3,751 10.6 

定期外 4,201 6,913 9,136 28,423 30,510 2,087 7.3 

定 期 1,568 1,697 1,769 6,840 8,504 1,664 24.3 

運輸雑収 324 336 347 1,044 1,044 0 － 

営業外収入 4 4 4 11 11 0 － 

合 計 6,096 8,950 11,256 36,316 40,067 3,751 10.3 

原 

 

価 

人件費 2,427 2,367 2,629 7,903 7,903   

修繕費 1,114 1,398 1,575 6,310 6,310   

経費 3,302 4,213 4,870 15,512 15,512   

諸税 579 567 570 1,844 1,844   

減価償却費 787 1,016 1,208 6,516 6,516 
  

支払利息 178 204 624 2,192 2,192   

雑支出 16 0 0 0 0   

配当所要額 379 379 379 1,143 1,143   

合 計 8,782 10,144 11,855 41,421 41,421   

差 引 損 益 △2,686 △1,195 △599 △5,104 △1,353   

収 支 率 69.4 88.2 94.9 87.7 96.7   

※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合がある 
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○収入原価（平年度内訳） 
（単位：百万円） 

科目 
令和６年度 令和７年度 令和８年度 

現行 申請 現行 申請 現行 申請 

収

入 

旅客運賃収入 11,705 12,952 11,754 13,004 11,803 13,057 

定期外 9,425 10,118 9,474 10,170 9,523 10,222 

定 期 2,280 2,835 2,280 2,835 2,280 2,835 

運輸雑収 348 348 348 348 348 348 

営業外収入  4 4 4 4 4 4 

合 計 12,057 13,303 12,105 13,356 12,154 13,408 

原

価 

人件費 2,648 2,648 2,629 2,629 2,626 2,626 

修繕費 2,651 2,651 1,867 1,867 1,793 1,793 

経費 4,890 4,890 5,344 5,344 5,278 5,278 

諸税 594 594 617 617 633 633 

減価償却費 1,454 1,454 2,419 2,419 2,643 2,643 

支払利息 665 665 733 733 794 794 

雑支出 0 0 0 0 0 0 

配当所要額 381 381 381 381 381 381 

合 計 13,282 13,282 13,991 13,991 14,148 14,148 

差 引 損 益 △1,226 21 △1,885 △635 △1,994 △740 

収 支 率 90.8 100.2 86.5 95.5 85.9 94.8 

※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合がある 
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○輸送人員見通し                                            

（単位：千人） 

項目 
平成２９年度 

（実績） 

平成３０年度

（実績） 

令和元年度 

（実績） 

令和２年度 

（実績） 

令和３年度 

（実績） 

定期外 28,460 28,611 27,893 9,590 12,245 

定

期 

通勤 19,694 21,136 21,963 14,382 12,847 

通学 149 160 203 140 186 

計 19,843 21,296 22,166 14,522 13,033 

合計 48,303 49,907 50,059 24,112 25,278 

前年比 106.1% 103.3% 100.3% 48.2% 104.8% 

                         

項目 
令和４年度 

（推定） 

令和５年度

（推定） 

令和６年度 

（推定） 

令和７年度 

（推定） 

令和８年度 

（推定） 

定期外 19,878 25,304 25,436 25,567 25,699 

定

期 

通勤 13,656 14,229 18,473 18,473 18,473 

通学 194 203 225 225 225 

計 13,850 14,431 18,698 18,698 18,698 

合計 33,728 39,735 44,134 44,265 44,397 

前年比 133.4% 117.8% 111.1% 100.3% 100.3% 

※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合がある 
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○運賃収入内訳 
（単位：百万円） 

項目 
令和 3年度 

（実績） 

令和 6～8 年度（3年間平均） 

現行 申請 

定期外 4,201 9,474 10,170 

定期 1,568 2,280 2,835 

合計 5,768 11,754 13,004 

  

 

○設備投資実績と計画 
                                （単位：百万円） 

項目 
令和元年度 

実績 

令和 2 年度 

実績 

令和 3 年度 

実績 

令和 4 年度 

見込 

安全対策 1,143 2,347 1,559 1,286 

サービス改善・その他 1,814 2,806 226 1,624 

合計 2,957 5,153 1,786 2,910 

 

項目 
令和 5 年度 

計画 

令和 6 年度 

計画 

令和 7 年度 

計画 

令和 8 年度 

計画 

安全対策 712 2,580 4,739 3,582 

サービス改善・その他 1,532  4,711 2,940 3,126 

合計 2,244 7,291 7,679 6,708 
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○今後の主な設備投資計画 
 

① 安全対策（令和 6～8 年度の投資額計：約 109 億円）  

〇支柱等の耐震補強工事：約 29 億円 

〇電気設備（信号機器・変電所等）更新：約 69 億円 

 

② サービス改善等（令和 6～8 年度の投資額計：約 108 億円） 

〇浜松町駅建替工事：約１億円 

○車両更新：約 34 億円 

○駅務機器更新：約 47 億円 

○バリアフリー設備の拡充：約 6 億円 

  ・エレベーターの新設（新整備場駅） 

  ・駅トイレリニューアル（羽田空港第 1ターミナル駅） 

 

 

 

 

 

 

 

 

-10-



 

２．会社の概要等について 

 

○東京モノレール株式会社の概要 

１．会社概要 

（１）設 立：昭和 34（1959）年 8 月 7 日 

（２）会 社 名：東京モノレール株式会社 

（３）代 表 者：代表取締役社長 照井 英之 

（４）所 在 地：東京都港区浜松町二丁目 4 番 1 号  

（５）従業員数：325 人（令和 4 年 4 月 1 日時点） 

（６）営業キロ：17.8km 

（７）資 本 金：30 億円 

（８）事業内容：鉄道事業、不動産事業 他 

 

２．輸送人員、運賃収入の推移 

（単位：千人、百万円） 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

輸送 

人員 

定 期 22,166 14,522 13,033 

定期外 27,893 9,590 12,245 

計 50,059 24,112 25,278 

運賃 

収入 

定 期 2,818 1,761 1,568 

定期外 10,602 3,299 4,201 

計 13,420 5,060 5,768 

※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合がある。 
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３．経常損益等の推移（単体）             （単位：百万円） 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

鉄道事業 
営業収益 

13,916 5,405 6,092 

鉄道事業 
営業費用 

13,063 12,604 8,106 

鉄道事業 
営業損益 

853 △7,199 △2,014 

全事業 
営業損益 

1,301 △6,845 △1,738 

経常利益 1,210 △6,999 △1,289 

当期純利益 865 △60,874 △1,567 

 
    ※コロナ影響及び京急線値下げ等の経営環境悪化に伴い、令和 2年度に減損処理を実施 
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【参考】浜松町駅建替工事（東京モノレールプレス資料抜粋） 
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